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「ネットスケープ モジラプロジェクト(C)」 
 

2003 年 5 月、AOL タイムワーナー社はマイクロソフト社とブラウザ製品に関する訴訟に

関して和解した。和解には、マイクロソフト社が AOL タイムワーナー社に対して 7 億 50005 

万ドルを支払い、今後 7 年間にわたってインターネット・エクスプローラ(IE)技術を AOL

用クライアントに無料でライセンス供与する、という内容が盛り込まれていた。それとほぼ

同時に、AOL タイムワーナー社はネットスケープブラウザの開発の中止を宣言し、58 人も

の開発者を解雇した。この発表によって、ネットスケープの歴史とブラウザ戦争に完全に終

止符が打たれた。 10 

 

これをうけて、2003 年 7 月モジラプロジェクトは AOL から完全に独立し、非営利団体で

あるモジラ財団(Mozilla Foundation)として活動していくことを決定した。この設立に当た

って、AOL タイムワーナーは 200 万ドルの独立支援金と知的所有権の提供を発表した。こ

れまでの様々なしがらみからようやく開放され、モジラプロジェクトはいいブラウザをつく15 

るという、もっとも単純な技術的目標に取り組むことができるようになった。モジラプロジ

ェクト発の技術を採用する企業も増え始め、RedHat をはじめとするいくつかの Linux ディ

ストリビューターによって標準ブラウザとしてもバンドルされ始めた。 

 

とはいうものの、モジラプロジェクトの前途も全て明るいといった状態とは言いがたかった。20 

モジラプロジェクトがすでにインターネット・エクスプローラ(IE)に対抗するような重量級 

の統合ブラウザ製品開発プロジェクトというよりも、どちらかといえばブラウザを構成する
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